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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

●65 歳以上の割合 過去最高更新 

15日の敬老の日にちなみ、総務省が人口推計を公表した。65歳以上の高齢者は3,619万

人。総人口に占める割合は29.4％で過去最高を更新した。人口４千万人以上の38か国中

ではトップとなっている。人口推計によると、内訳は男性1,568万人、女性2,051万人。

総数は前年より５万人減った。新たに65歳になった人数が少ないのが要因と見られる。

一方、総務省の労働力調査では、2024年の高齢者の就業者数は930万人と21年連続で増

加し、過去最多を更新。就業者全体に占める65歳以上の割合は13.7％で、働く人の７人

に１人が高齢者となっている。 

（ニュースダイジェスト 2025年9月15日より） 

 

① 高齢化は社会にどのような新しい価値を生み出すだろうか? 
 

② 高齢者の労働参加が進むと、若者の働き方はどう変化するだろうか? 

 

 

 

 

③ 高齢者が安心して暮らせる地域づくりに必要なものは何だろうか? 
 

 

 

 

※次ページの解説も参考にしよう！ 
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        働きがいも 経済成長も 

わが国では今、高齢化が非常に速いスピードで進んでいます。総務省が公表した人口推計

によると、2024年時点で65歳以上の高齢者は3,619万人に達し、総人口の29.4％を占め、

過去最高となりました。世界に目を向けても、人口4,000万人以上の国々の中で日本の高齢

化率は最も高い水準です。また、男性よりも女性高齢者が多いことも特徴です。これらは、皆さ

んがこれから生きていく社会がどのような課題や可能性を持っているのかを考えるうえで、とて

も重要な事実となります。 

この問題は、SDGs8番「働きがいも 経済成長も」と関係します。高齢者の働く割合は上昇

しており、2024年の就業者数は930万人と過去最多です。つまり、働く人の7人に1人が高齢

者ということになります。これは社会にとって高齢者が重要な役割を担い続けていることを示し

ています。年齢にかかわらず、能力や経験を活かして働ける環境づくりが求められるでしょう。

また、SDGs3番「すべての人に健康と福祉を」は、生涯を通して健康に暮らせる社会をめざし

ています。しかし、現在の日本では介護を必要とする高齢者が増加し、医療や介護の人手不足

が課題となっています。健康寿命を延ばし、高齢者の生活をよりよいものにするために、社会全

体が工夫していく必要があります。 

さらに、このニュースはSDGs5番「ジェンダー平等を実現しよう」にも関連します。女性は平

均寿命が長く、単身で高齢期を迎える場合も多いため、経済的な不安や介護の負担が重くな

ることがあります。高齢化を考えるとき、女性の視点やジェンダーに関する課題を無視すること

はできません。 

さらに、高齢化は地域社会のあり方にも影響します。SDGs11番「住み続けられるまちづくり

を」では、誰もが安心して暮らせるまちづくりをめざしていますが、人口が減る地域ではバスな

どの交通機関や医療施設が減り、生活が不便になることがあります。若い世代と高齢世代が

支え合う新しい地域の仕組みづくりが必要です。 

このように、日本の高齢化はSDGsのさまざまな目標と結びついています。高齢者が増える

ことは単なる「問題」ではなく、みなさんにとって未来の社会を考える大きな「学びのテーマ」で

す。技術の進歩や世代間の協力により、誰もが活躍できる社会を作ることは可能なのです。 

みなさん自身が「どんな社会を望むのか」「自分には何ができるのか」を考えることが、

SDGsを実現する第一歩です。この記事をきっかけに、家族や地域の中での高齢者の役割や、

将来の人口構成がどのように変わっていくのか、ぜひクラスでも話し合ってみてください。 

 

 
今月の SDGs 

※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール８について 
解説いただきました。 


